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医薬品Master-Data
院内Webドラッグインフォメーション

投薬のヒヤリハット対策でお困りではありませんか？

これで解決！！

■ 処方・注射オーダの内容をリアルタイムにチェック出来ます！！

■ 院内スタッフがドラッグインフォメーションを簡単に閲覧出来ます！！

先発品・後発品一覧表示画面 持参薬検索表示画面

概要処方・注射オーダ自動チェックマスターデータ

医薬品の添付文書情報をコンピュータ処理用にコード加工したチェックマスターデータです。
約１万８千品目に及ぶ最新の医薬品マスターデータをご提供します。（データの更新頻度はご相談に応じます）

● 禁忌病名マスタ・・・・病名と投薬の安全性をチェック

● 適応病名マスタ・・・・病名と投薬の適応性をチェック

● 相互作用マスタ・・・・絶対併用禁忌薬と原則併用禁忌薬の２段階でチェック

● 投与量マスタ・・・・・・成人１日最大投与量・成人１回最大投与量のデータにてチェック

● 投与日数制限マスタ・・麻薬・向精神薬・薬価基準収載後１年以内の薬剤等をチェック

● 重複投与チェック・・・重複する投与指示をチェック

● 麻薬、劇薬、毒薬、糖尿病薬、抗がん薬等の使用時アラート表示機能 etc

概要院内Ｗｅｂドラッグインフォメーション

医師は、オーダー画面から直接閲覧することが可能です。
看護師、薬剤師、事務等の方々も、院内のＰＣ端末から、いつでも自由に閲覧可能です。

監修 東京薬科大学ドラッグラショナルセンター
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株式会社メディカルフロント

■ 導入実績

熊本大学附属病院、千葉大学附属病院、埼玉県立病院、岩手県立２６病院（共通マスターとしてご提供、合併により現在施設数減少） etc

■ 導入イメージ図

■ 導入のメリット

● 投薬による医療事故の防止・医療安全の向上を実現します。

● 疑義照会の対応件数増加を抑止し、医師の業務効率を向上します。

● 返戻要因となる不適切な院外代替調剤の防止に利用できます。

● 院内採用薬品や院外採用薬品マスターデータの維持管理に費やす労務費を削減できます。

● 数十万通りもある薬品禁忌マスターデータや煩雑な禁忌病名マスターデータなどのメンテナンス業務を解放します。

● 患者さんの持参薬対応やジェネリック医薬品対応が容易になります。

● 病院情報システムの入換時に医薬品マスターデータの移行がスムーズに行えます。


